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　法務省が携わる施策はどれもとても大切なもの
で、おろそかにしてよいものは何もありません。例
えば、世界一安全な日本を目指すという観点から、
刑務所出所者等による再犯の防止は非常に重要であ
り、矯正施設の整備や特性に応じた指導・支援など、
これにまつわる施策を今一層充実させていくことが
大切であると考えています。また、再犯防止を図る
上で鍵となる、自立に必要な「仕事」と「居場所」
の確保に向けて、刑務所出所者等の事情を理解した
上で雇用して下さる協力雇用主の方々に対する支援
の充実や、保護司の方々の負担を軽減し、活動しや
すい環境づくりを進めていきたいと考えています。
　さらに、2020年に我が国においてオリンピック、
パラリンピックが開催される予定であることを踏ま
え、日本を訪れる外国人の方々に対する玄関である

左から、斎藤義房（広報委員長）、小川晃司（本誌編集長＝聞き手）、岩城光英 法務大
臣、山岸憲司 理事長、宮本多可夫 福島県支部長、伊藤敬史（広報副委員長）

　法務行政は国の基盤であり、日本の安全、安心、
国民生活を守っていくという使命の重要さを痛感し
ております。法務省には様々な機関が存在しますが、
それらを訪れながら、まずは各現場の声をよく聞き、
法務行政にしっかりと取り入れて職務を遂行してい
きたいと考えています。

弁護士・弁護士会は
不可欠のパートナー

インタビュー

岩城光英
法務大臣に聞く

平成27年12月１日　法務大臣室にて

Q 就任おめでとうございます。就任から２か月が
経ちましたが、法務大臣としての意気込みをお
聞かせいただけますでしょうか。

Q 重点的に取り組みたい課題は何でしょうか？

我が国の入国審査手続について、待ち時間の減少、
審査の円滑化をなお一層推進していくとともに、昨
今の国際的なテロ問題をにらみ、世界一安全な日本
を創るため、テロ対策の厳格化にも努めていかなけ
ればならないとも考えております。

　法務行政において、弁護士の先生方や各弁護士会
は、欠くことのできないとても重要なパートナーで
あると考えます。ご協力をいただいている無戸籍者
問題をはじめ、様々な課題の解決に向けてしっかり
と連携していきたいと思っています。立場の違いは
あるとしても、弁護士の皆様とはお悩みを抱えてい
る方々を救済するためにも建設的な議論を今後とも
積み重ねていきたいと考えています。

Q 弁護士や弁護士会へメッセージをお願いします。

発行／平成28年 1 月15日　発行者／日本弁護士政治連盟
〒100‒0013東京都千代田区霞が関1-1-3
弁護士会館15階　TEL 03-3580-9975

www.benseiren.jp

JAN
2016

平成28年（2016年）1月

No.43
政治を動かす・未来を動かす



2
benseiren  news　No.43　平成28年(2016年) 1 月

【小川】　弁政連で広報紙の編集長をさせていただい
ている、弁護士の小川と申します。
　現政権下でも、「地方創生」をスローガンとして
掲げ、地方の活性化を推進しており、地方分権と地
方自治体の活動の重要性はますます高まっていると
思います。法の支配の観点からも、国民がどの自治
体においても、等しく法の支配、リーガルサポート
を享受しうることは極めて重要であり、その流れの
中で地方議会議員へと参画する弁護士も増加傾向に
あり、日弁連も地方自治体ベースでの活動への弁護
士の関与について、その振興を図っているところです。

　このような背景を踏ま
え、本日は弁護士出身の
地方議会議員をお招き
し、弁護士が地方議会議
員へとなることの意義、
成果、現実と課題につい
て議論をしていただきた
いと思います。
　それでは早速ですが、
自己紹介を兼ねて地方議
会議員になろうとした

きっかけを簡潔にお話しいただけたらと思います。
三雲さんからお願いします。
【三雲】　東京都新宿区の区議会議員をしております
三雲と申します。私は平成16年に弁護士登録をしま
して、M＆Aや金融取引等を扱ってきました。2011
年から 2年程、スコットランドのエディンバラに留
学して、ヨーロッパ法を勉強していたのですが、当
時スコットランドでは、独立を住民投票によって決
定するという動きが非常に活発になっていました。
面白かったことは、スコットランド政府は独立する
かしないかだけでなくて、その中間の自冶権拡大と
いう 3つ目の選択肢も住民投票で選べるよう求めて

いたのです。ところがロンドンの中央政府は許さな
い。結果的に、住民投票は二者択一になり、去年独
立は否決されたのですが、その投票の直前に、独立
派がもの凄く勢いを増し、驚いたロンドンの政治家
達がスコットランドにやって来て自治権拡大させて
あげるから独立しないで欲しいと訴えたのです。結
果的にスコットランド人は実をとったんですよね。
地方がそういう形で自分達の権利拡大のために交渉
ができるという姿は、日本ではほとんど見なかった
ので新鮮でしたし、同時に地方分権が日本と比較し
て非常に進んでいました。日本で地方自治体が、自
分達の権限を行使して予算を遣って本当に自分達の
地域のためになる仕事ができているのだろうかと考
え、自分の次の仕事に選んでみようと考えたので
す。日本に帰って来てから準備をして、平成27年の
統一地方選挙で区議会議員となりました。
【湯沢】　私は「議員になりたい」という一大決心が
あって手を挙げたわけではなく、街弁として地域の
方々と関わっていくうち、自然と薦められて立候補
をすることになりました。もともと、困っている
人々の身近に寄り添いたいという気持ちで街弁をし
ておりましたので、地域の団体などにも積極的に参
加をしていました。具体的にお声がけをいただいた
のは偶然で幸運なことでしたが、市議会議員になる
ことはそれまでの延長としてのごく自然な流れで、
活動や人生を大転換するという意識はほとんどあり
ませんでした。
【薬丸】　群馬県議会議員の薬丸と申します。平成20
年に弁護士登録しました。平成23年の群馬県議会議
員選挙に太田市選挙区で初当選をさせて頂き、この
たび二期目に当選させて頂きました。私が弁護士を
始めた当初は債務整理とか破産に関するご相談が非
常に多かったのです。予め防ぐ手立てがなければ、
こういうご相談は一向に減らないという思いがあり
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弁護士から地方議会へ
～地方自治の担い手として～

司　会　小川 晃司　編集長
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ました。また、振り込め詐欺やDV、児童虐待など
についても予防策の必要性を感じていました。予防
策となると、弁護士というよりも、やはり政治や行
政において解決していかなければという問題意識は
持っていました。そうした中でお声がけをいただい
て、議員になろうと決意しました。
【奥谷】　奥谷謙一と申します。兵庫県議会議員とし
て平成27年 4 月に当選させていただきました。修習
期は65期です。父が兵庫県議会議員を務めており、
阪神大震災の時に復興のために働いている父の姿を
見て、県民の声を行政に反映する、地域のために行
動する姿に、いつか自分もその道に進めればいいな
と思っていたのです。神戸の事務所で働かせていた
だきまして、前任の方が勇退されるということで声
をかけていただきました。
【小川】　地方議員になるに当たってご苦労した点と
してはどのようなことがおありだったでしょうか。
【奥谷】　選挙というもののイメージがなく、まず何
をしたらいいのかわからなかったので、先輩の方に
いろいろお聞きして教えていただきました。弁護士
としてもう少し修行させていただきたかったんです
が、順序を踏んで準備をして出た訳ではなかったの
で。父や父の親しい知人、所属事務所の上司などの
方々に相談し、父の古い知人から選挙活動の方法等
を教えていただきました。とにかくいろんな方から
アドバイスをいただいて…というところですね。
【薬丸】　議員のお話をいただいた時は自分に務まる
のだろうかという思いがありました。そんな時先輩
の方々から、有権者の皆様の声をしっかりと政治に
届けていくというのが一番大きな仕事だと言われま
した。弁護士としていろんな人の相談を受けてやっ
てきたことと全く別のことをやる訳ではないよと言
われて決意をしました。
【湯沢】　大変恵まれていたと思うんですが、選挙に
関する苦労というのは実はあまりなくて、こんなに
多くの方が助けてくれて本当に感謝してもしきれな
いという気持ちでした。選挙は助けてくれる方がい
なければできませんから。ただ、一番悩んだという
点では、弁護士という肩書きがあるために市民から
心理的な距離を置かれてしまう場合があることで
す。自分では意識していなくても、イメージが障害
になるのはあることです。これは私自身の姿勢に
よって払拭していかなければいけないと感じていま
す。
【三雲】　選挙の進め方についてノープランで後援会
組織も持たない中で事務所を立ち上げて、基本的に

組織的サポートがないの
で、わからないことがた
くさんありました。たま
たま、法律事務所を開設
したビルの大家さんがと
てもいい方で、選挙に出
るという話をした時に町
中の人に紹介してくれて
拡がりを持つことができ
ました。あと、母方の実
家が昔電気工事の仕事を
していたので、その地域

に行って挨拶をして回る。また、選挙広報に自分の
考えをしっかり書いて理解してもらおうと考えまし
た。街頭演説も、大通りより小さな路地を回って地
域で生活している人に直接話しかけるような話し方
をする工夫をしました。結果的に何が決め手かはわ
かりませんが、当選したということです。
【小川】　弁護士であることが地方議員活動にとって
意義を持っているかという点についてはいかがで
しょうか。
【三雲】　弁護士として様々な問題について丁寧に
チェックすることが求められてきた経験は、今に活
きていると思います。条例案を議会に提出する前段
階である審議会で話し合っている時も、契約書の作
成や公文書を読んできた技術というのは役に立って
います。地域からの相談事に関して関係者を説得す
る能力も、弁護士業で培ってきた話し方の技術とい
うことになると思います。
【湯沢】　市民からの法律相談を受けることは、元々
地方議員の役割の一つなのです。私は資格があるこ
と自体をあまり意識してはいませんが、やはり法律
的な意見を述べるにあたって客観的に信頼をもたれ
ることはメリットであると感じています。議会は合
議制ですので、弁護士に限らず様々な分野の専門家
が集まることでより議論の質を上げていくべきで
す。
【薬丸】　法律や条例の読み方を知っているので、そ
れに基づいて問題点を指摘できる点に意義があると
思います。また、議会において質問する際の答弁を
どうやってひき出すか、こちらが実施してほしい政
策をどう実施してもらうか、議会における交渉は弁
護士業務の和解交渉に似ていて、弁護士としての職
務、経験が活かされていると思います。
【奥谷】　弁護士としての
経験を活かして時代に即
した条例を作りたいと
思っています。自由民主
党会派の一員として「中
小企業振興条例」の作成
にも関わらせていただき
ました。地域の陳情も、
弁護士としての知識を
もって発信すると理解を
得られやすいと感じます。
【小川】　クライアントとの折衝など、弁護士として
やってきたことが地方議員の活動の上で活きている
ということですね。地方議会議員は兼業が可能とさ
れていますが、実態としてはどうでしょうか。
【三雲】　人それぞれじゃないかと思います。私の場
合は、自分の法律事務所の立ち上げと地方議員への
立候補がほぼ同時だったので、どちらも基盤が出来
ていない状況でした。ただ、議員の仕事が弁護士業
のプラスになるのかマイナスになるのかということ
で考えたら、経済的には立候補以前の仕事の方がよ
かったと言えます。
【湯沢】　現実に兼業ができると思われているのだと
したら、それは勘違いです。議員の仕事はそんなに
甘いものではありません。相談者の方の事情などを
勘案して、これは私しかできないと判断したら依頼
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として受けることはありますが、明確な休日もな
い、いつ臨時会が入るかわからないという状況の中
で、収入のために兼業をすることはあり得ません。
【奥谷】　私も地元の有権者の方に相談事を頼まれる
とやる程度で、地元の方からお金はいただきづらく
無料での書類作成などということもあります。兼業
というのは難しいです。
【薬丸】　私も基本的に弁
護士としての仕事はやっ
ていないです。法律相談
はたくさん頂きますが、
事件として受任するとい
うことは基本的にしてい
ません。
　また、相談に来られる
方にとっては、どこまで
が相談で、どこからが弁
護士として受任した後で
なければできない業務な
のか不明確だと思いますので、そのあたりの説明は
しっかりしています。そこをちゃんと説明せずに、
相手方に自分の名前を出されてしまうと、誤解を招
く恐れがありますから。
【小川】　自分では引き受けられないような相談が
入ってきた時は、どのように対処するのですか。
【三雲】　支援者同士とか地域の顔見知りが関わる相
談の場合は他の弁護士を紹介します。しかし、他地
域の相手方からのアパートの敷金の回収など、普通
の弁護士に依頼すると費用倒れになりそうな案件
は、自分で引き受けます。
【湯沢】　私も知人に紹介することがありますが、費
用倒れになるような案件は悩ましいです。
【奥谷】　私も断りづらいケースがあります。線引を
してちゃんと説明することが大切だと思います。
【小川】　兼業として考える時にはデメリットもある
ということを認識しておくということですね。
　続いて、現状の課題ですが、ご自身の課題と関与
している議会と自治体としての課題についてお話を
伺いたいと思います。また、将来のビジョンに関し
てもお聞きしたいと思います。
【三雲】　都心部の地域コミュニティは、少子高齢化
のため機能が縮小しつつあります。その中でどのよ
うに新しいコミュニティを作っていくかということ
を、いろいろ話し合って考えています。
【湯沢】　面会交流の場所の提供など、離婚後の親子
関係に関して地方自治体の支援があれば良いと感じ
ています。養育費の未払いに対する関与もそうです
ね。子どもたちの健全な成長にとって重要で、お金
には代えられない問題こそ自治体が担っていくべき
だと考えています。
【薬丸】　個人的な課題として、弁護士なので法律と
か条例に関しては強かったとしても、財政等に関し
てはしっかりと勉強していかなければいけないと
思っています。財政的な根拠を持って行政の人間と
話をすると、より政策を実施したり転換してもらう
のに強味になると思います。
　自治体の課題としては、行政課題の多くは県と市
がしっかりと連携していかなければいけないのです

が、うまく進んでいる部分と、そう進んでいない部
分があると感じています。
　今後は児童虐待防止のため、怒鳴らない子育てと
いう親への教育プログラムの実施に力を入れて取り
組んでいきたいと考えています。
【奥谷】　いろいろな団体があっていろんな問題を抱
えていて地元のみならず兵庫県全体の声をもっと聞
くようにすることを考えています。先日筋ジストロ
フィーの患者さんの治療法に関して深く考えさせら
れることもありました。待っているだけではなく、
自分からも声をあげて働きかけてどんどん聞いてい
きたいと思います。
【小川】　今後のご自身のビジョン、活動に関して三
雲さんから順にお願いします。
【三雲】　議員としての成長と、行政をもっと理解し
ていくということ。予算的に裏づけのない話はあま
り意味がない。新宿区は財政的にはよい方ですが、
問題点はコミュニティが崩壊してゆく可能性がある
ということです。将来も本当に人が住んでいる街と
いえるかどうか。住人がコミュニティとしての街に
出てくるような仕組みを作りたいと思っています。
【湯沢】　多くの人が、まだまだ弁護士への相談は
ハードルが高いと感じています。その時に、市議会
議員のあの人だったら気軽に相談ができると思って
もらえる存在を目指しています。条例提案などにも
役割を発揮していきたいですが、既成の枠にとらわ
れすぎると、かえって苦しむことになりそうで、他
の議員の方々の自由な発想とバランスをとることも
課題です。
【薬丸】　より信頼される議員になりたいと考えてい
ます。支援者や地元地域の方々、行政の方々ともよ
り信頼関係を築いていきたいと思います。
【奥谷】　せっかく法律家として議員にさせていただ
いたので、兵庫のための条例を何か作りたいと考え
ます。全国に先がけて自転車の賠償保険制度という
条例がありまして、それに見合ったものを作ってい
きたいと思います。
【小川】　みなさん、各自治体の現場をご覧になって
いると思うのですが、弁護士がこのように地方自治
体の現場に関与していったらいいのに、ということ
があったらお話しいただけますか。
【奥谷】　田舎の人は法律相談に行くということにな
かなか馴染みがないものなのだと感じました。そう
いう所にもっと弁護士が入っていけたらいいのにと
思います。
【薬丸】　他の自治体でもそうだと思いますが、群馬
県では監査委員や公安委員などに弁護士の方々が
入っておられるなど、弁護士がいた方がいい部分につ
いてある程度入っているのかなというのが実感です。
【湯沢】　先ほども話題にあがりましたが、そんなに
忙しくないから兼業もできるでしょう、というよう
な間違ったイメージをもたれているので、まずは実
態を正しく理解してもらう必要があると思います。
【三雲】　最近は様々な審議会などに弁護士が入っ
ているので、ある程度行政が法律家を使うというこ
とを意識し始めたのだと思います。
　また、弁護士会の一部では積極的に自治体業務を
開拓しようとする動きもあり、例えば民法改正が見
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込まれているのでそれについてレクチャーしようか
といったことを話していたりします。ただし、いず
れも自治体が弁護士を雇うことを想定しているので
す。議会の側から見ると、執行部側が法律家の支援
を受けるのであれば、それをチェックする機能を充
実するために議会でも法律家へのアクセスができれ
ば、という問題意識もあるのではないかと思います。
【奥谷】　自治体と弁護士の連携について、議員のレ
ベルでは動くのですが首長さんによってはなかなか
耳を傾けてくれないということもあります。地方分
権になって地域・地方に沿った条例を作るよう国が
言っているのに、もっとニーズに答えた条例を作る
必要があるのではないか。弁護士が議員にもっと働
きかけて首長を動かしてくれると凄くよくなるん
じゃないかと思います。
【小川】　弁護士が地方議会議員としてもっと地方自
治の現場に参加していくにあたって、課題はなんだ
と思われますか。
【薬丸】　選挙における応援の体制を整えていくこと
ではないかと思います。弁護士の方でも、議員にな
るにはどうしたらいいのかわからないことがあると
思いますので、弁政連として応援体制を整えて応援
していただけることが地方議会議員の増加に繋がる
のではないかと思います。
【三雲】　政党の名前を背負って活動する場合、本来
は政党独自のノウハウというものがあると思うんで
す。しかし、必ずしもそれがきちんと得られるとは
限らない。私の場合も、政党に準備されたレールを
進んだというよりも自分で試行錯誤しながら進んだ
ように思います。そういう場合に弁政連のネット
ワークなどで後押しができると良いのではと思いま
す。地方議員をやっている弁護士はレアな存在なの
で横の繋がりが乏しいのですが、弁護士同士という
ことで情報交換や提供といった支援をしながら地方
の政治に参画していけば、大きな力を作ることもで
きるのではないかと思うのです。
【湯沢】　税を滞納して相談にこられる多重債務者の
方がいますが、債務整理などで弁護士が関与すれば
生活再建が可能と思えるケースが多くあります。解
決が可能な事案で苦しんでいる方を見るのは本当に

歯がゆいです。弁護士事務所は敷居が高くとも、滞
納相談の場に弁護士がいれば可能性が大きく広がる
のではないでしょうか。
【小川】　これから地方議会議員になろうという方へ
のメッセージがありましたらお願いいたします。
【三雲】　自分が生活している地域に愛着があればあ
る程やりがいがあると思います。個別のクライアン
トの役に立つだけでなく、地域社会全体のために仕
事をすることの意義を理解していただければと思い
ます。これから地方議員になりたいという方がい
らっしゃったら、私なり本日の座談会に参加されて
いる先生方にお尋ねいただけたらと思います。
【湯沢】　自分は弁護士だ
と肩で風を切って歩くよ
うな方にはなっていただ
きたくないと思います。
培ってきたものを活かす
のは大切ですが、先ずは
一市民として自治体のた
めに何ができるかを考え
て欲しい。そういう思い
の方がいらっしゃればぜ
ひ一緒にやっていきたい
です。
【薬丸】　議員になると弁護士とはまた違った大変さ
があります。また、お金持ちとか、住む世界が違う
人という風に見られてしまうなど、プラスにもなれ
ば、マイナスになる部分もあります。でも、法律だ
けでなく行政的な相談も受けられるようになり、相
談の幅やできることの範囲が広がるので、大きなや
りがいを感じています。
【奥谷】　選挙もあるし大変な仕事であるとは思いま
すが、悩みや問題を解決する弁護士の仕事の延長だ
と思うので、検討されている方は是非挑戦していた
だきたいと思います。
【小川】　本日はありがとうございました。

 （平成27年 9 月19日　於霞ヶ関弁護士会館）
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Ｑ．法曹から国会議員を目指したきっかけ

Ａ． 医療現場の問題意識から弁護士へ、弁護
士から国会議員へ

　まず、医師から弁護士への経緯についてお話しし
ます。医学部を出て医者をやっていると、当時医療
過誤の問題がクローズアップされていたんですね。
そこで、法律的な問題に興味をもち、弁護士になり
ました。
　しかし、医療過誤の問題は、患者さんの権利など
法律的な観点も大切ですが、それ以上に病院をマネ
ジメントの観点から変えていくことも大切だと感じ
ました。そこでMBAを取得しました。また、医療
のさまざまな問題を解決するには、公的な保険制度
を変えなければならない。医療や厚生問題もつまる
ところ財政問題なのです。医療の様々な問題を総合
的に解決するために、私は国会議員になりました。
　国会議員になってからも医師としての経験が役立
ちました。卒業臨床研修制度の改革を任せていただ
き、地域医療の現場がだいぶ楽になったとのお声も
頂戴しました。また、先進医療の分野においても、
未承認医薬品の研究をより容易にできるようにし、
医師仲間たちからも、評価していただける政策を実
行することができました。

Ｑ．法曹資格が議員活動に与える影響

Ａ．法律専門家の観点から法律案を検討できる
　法曹でない国会議員は、政府の提出する法律案を
政策的な説明のみで納得してしまいます。しかし、
法曹資格を持っていると、法律解釈の観点からも法
律案を検討できる。その観点は、政府を監視する役
割を担っている国会議員としては、重要です。
　また、医療の実態を知っているという経験は、や
はり医療政策の立案に役立ちました。医師としての
経験と弁護士としての経験の両方が役立っていま
す。例えば、薬のネット販売を規制した政令が違憲
となった判決ですが、司法判断としては理解できま
すが、政策判断としては結論には疑問です。成長戦
略とは何の関係もありませんし、そもそも薬の副作
用の問題もあります。

Ｑ．実現したい政策課題

Ａ．医療や科学技術に関する政策
　まず、第三者配偶子が関与する生殖医療に関し法
整備をしたいと考えております。法整備がないか
ら、アメリカで生殖医療を行う日本人が毎年数百人
いる。しかし、親子法制が整備されていないため、
今後トラブルが予想されます。また、倫理的な観点
からの議論も必要でしょう。現実に行われているの
に、法整備がなされていないのは問題です。
　次に尊厳死の法制化。さらに、科学技術政策。付
加価値の高い製品を日本国内で作り出し、経済成長
につなげていきたいと思っております。

Ｑ．議員になった実感と法曹へのメッセージ

Ａ．法曹でいる限りは限界がある
法曹でいる限り、司法の中でしか仕事ができませ
ん。法曹として意見書を出しても、読んでもらえな
いことがほとんどです。積極的に法律を変えたいな
ら、ぜひ国会議員になってください。

古　川　俊　治　議員
 参議院・埼玉（自由民主党）
 東京弁護士会会員

（インタビュアー　企画委員会副委員長　武山茂樹）

　参議院財政金融委員長であられる古川俊治議員
は、医療問題の解決や日本の科学技術を強化する
との信念のもと、議員活動されていると感じまし
た。また、現役の医師・弁護士・国会議員の三役
として活動していることに改めて驚愕しました。
今後の更なるご活躍を期待します。 （武山 茂樹）

弁護士議員に聞く
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弁護士議員に聞く

Ｑ．法曹から国会議員を目指したきっかけ

Ａ．法律を作る立場で弱者を救済したい
　私は、一貫して弱者救済を目標に、司法・行政・
立法の三権全てを経験してきました。国会議員を目
指したのは、法律を作る立場で、より積極的にこの
目標を達成したいと考えたためです。
　子供のころ、サラ金の被害に遭った両親を救って
くれた弁護士に感銘を受け、弁護士を目指しまし
た。弁護士となった後、日弁連の制度で留学し、米
国の消費者法分野の先進性や男女平等意識に衝撃を
受けました。この経験から、諸外国に目を向ける重
要性を強く感じました。弁護士は、法律がなければ
戦えません。当時、日本の貸金業法・消費者法分野
は全く法整備が進んでおらず、法律を作る立場の重
要性を痛感しました。このため金融庁に入庁し、貸
金業法の改正という重要な局面に携わりました。
　一方で、官僚として、国会がその気にならなけれ
ば法律を作れないもどかしさも感じました。そし
て、より積極的に法律作りに携わりたいと考え、議
員を目指しました。

Ｑ．法曹資格が議員活動に与える影響

Ａ．プロとして法律を作る基礎がある
　法曹資格を持っている人は、プロとして法律を作
る基礎があるので、議員として非常に有利だと思い
ます。政治家は国民の代表なので、色々なバックグ
ラウンドの人がいていいと思いますが、法曹資格を
持っている人は、「こういう立法事実があるから、
こういう法律を作る」という話を難なくすることが
できます。政策の実現に向けて、他の議員より一歩
リードすることができます。

Ｑ．実現したい政策課題

Ａ．女性活躍・男女共同参画
　今まで、国務大臣として、消費者法分野等で様々
な政策を実現してきました。
　今後は、女性活躍・男女共同参画に力を入れたい
と考えています。日本はこの点で遅れており、給料
の男女格差については国連からも指摘を受けていま
す。子育ても、男女ともにやるべきです。今後これ
らの問題を解決していく必要があります。

Ｑ．議員になった実感と法曹へのメッセージ

Ａ．幅広い分野で活躍を
　弁護士は、依頼者のために尽力する、とてもやり
がいのある仕事です。一方、国会議員には、社会全
体の問題を解決できるという醍醐味があります。
　今後、法曹人口は増えてくので、弁護士以外に
も、国会議員や議員秘書など、幅広い分野で法曹が
活動していけたらいいと思います。

森　 まさこ　議員
 参議院・福島（自由民主党）
 福島県弁護士会会員
（インタビュアー　企画委員会副委員長 藤本真由美）

　森まさこ先生は、消費者担当大臣，男女共同参
画担当大臣（内閣府特命担当大臣）等を歴任され、
現在、自民党の環境部会長を務めておられます。
国際的な広い見識と法曹としての専門性を活か
し、国政の要職で活躍されている素晴らしい先生
だと感じました。 （藤本 真由美）
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懇談会報告

自由民主党（2015年11月10日）
平成27年11月10日、自由民主党との朝食懇談会が開催された。自由民主党からは、保岡興治衆議院議員、上川陽

子前法務大臣、盛山正仁法務副大臣をはじめ、18名の国会議員が出席された。日弁連及び弁政連からは、村越会長、
山岸理事長をはじめ24名が出席した。
企業のコーポレートガバナンス支援、公正取引委員会の

任意調査をめぐる問題点、アジア諸国に対する法整備支
援、日弁連中小企業法律支援センターの取組みについて、
弁護士が日常接する企業の活動について懇談がなされた。
企業の実情に弁護士が寄り添っていること、中小・小規模
零細事業者にとって弁護士へのアクセスしやすさが重要で
あることについて、意見交換が行われた。
 （企画委員会副委員長　永井 翔太郎）

公明党（11月17日）
公明党結党51周年を迎えた11月17日、公明党との朝食懇談会が開催された。公明党からは、山口那津男代表、北

側一雄副代表、漆原良夫中央幹事会会長をはじめ若手議員を含めた 9名の国会議員が出席され、日弁連及び弁政連
からは、村越会長、山岸理事長をはじめ27名が出席した。
企業のコーポレートガバナンス支援に関連して、公明党

から、同党所属の国会議員における弁護士出身者の割合が
他党を大きく超える約20％であることや、全議員に占める
女性議員の割合が約30％であること等の紹介があった。
日弁連中小企業法律支援センターの取組みに関しても、

中小企業庁の施策を含め、活発な意見交換がなされるとと
もに、全テーマにおいて充実した意見交換となった。
 （企画委員会副委員長　高取 由弥子）

民主党（11月18日）
11月18日、民主党と日弁連・弁政連との朝食懇談会が開催された。民主党からは、枝野幸男幹事長、横路孝弘元

衆議院議長、江田五月元参議院議長をはじめ、15人の国会議員が出席された。日弁連及び弁政連側からは、村越会
長、山岸理事長をはじめ25人が出席した。
企業のコーポレートガバナンス支援、公正取引委員会の

行政調査を巡る問題点、アジア諸国への法整備支援、日弁
連中小企業法律支援センターの取組み等に関し、日弁連側
の説明を受けて意見交換がなされた。民主党議員からは、
日弁連の国際司法支援活動が日本の国際人材支援のモデル
となったとの評価や、中小企業支援では他士業との連携も
期待したいとの意見等をいただいた。
 （企画委員会副委員長　三雲 崇正）

各政党との朝食懇談会
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朝食会資料

公明党青年委員会との勉強会「事業再生・事業承継の将来と課題」
平成27年11月 4 日、衆議院第一議員会館において、「事業再生及び事業承継の将来と課題」というテーマの

下、公明党青年委員会所属の先生方との勉強会が開催された。公明党から、濵地 雅一 議員（外務大臣政務官・
青年委員会副委員長）、平木 大作 議員（青年委員会団体渉外WT座長）、杉 久武 議員（青年委員会団体渉外
WT事務局長）、樋口 尚也 議員（青年局長）、河野 義博 議員（青年局次長）、中野 洋昌 議員（青年副委員長）、
真山 祐一 議員（青年副委員長）、國重 徹 議員（法務部会長）、矢倉 克夫 議員（法務部会長代理）、新妻 秀規 
議員（青年副委員長）が出席された（順不同）。弁政連・日弁連・東京弁護士会から、山岸良太委員長、豊田
賢治委員長代行、小林芳夫常務理事をはじめ18名の弁護士が出席した。
講師は堂野達之弁護士（日弁連中小企業法律支援センター事務局次長）が務めた。堂野弁護士は、窮境にあ

る中小企業の実情を踏まえ、事業再生の意義や特定調停を利用した手法、今後の事業再生の課題を解説され
た。公明党の先生方から、特定調停を利用した事業再生の現況や事業再生を円滑にするためにはどのような問
題を解決する必要があるか等についてご質問いただいた。その上で、税制をどのように改革する必要があるか
等、具体的な政策論や法律論を含む活発な質疑応答・議論が相互に交わされた。今後もこのような勉強会を定
期的に開催することを望む声があがる盛会となった。 （企画委員会副委員長　関口 慶太）

当日の説明資料は、弁政連のサイト（http://www.benseiren.jp/）「活動日誌」から御覧いただけます。
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支部活動ヘッドライン
日　　付 支　部 活　動　内　容

平成27年10月 6 日 愛知県 自民党名古屋市議団有志との意見交換会
平成27年10月 8 日 愛知県 自民党所属国会議員の意見交換会「司法修習生に対する経済的な支援策」
平成27年10月27日 福岡県 公明党福岡県本部の政策要望懇談会に出席し、給費制問題などについて要望
平成27年11月12日 愛知県 自民党名古屋市議団有志との意見交換会「名古屋市が実施する中小企業支援施策に関して期待される弁護士の役割」

地方分権の流れの中で、自治体政治に飛び込んで政策を実現する展望が大きく広がっていると感じます。（さいとう）
国民一人一人にとって、等しく法の支配の充実がより身近になっていって欲しいです。（おがわ）
地方議会は、若手弁護士の活躍の場にもってこいだと思います。（なぎら）

多くの弁護士が地方議会に関心を持っていくことで、地方自治がより深化していくように思いました。（いとう）

編集後記

地元に軸足をおいた活動を目指して
 大阪支部　幹事長　福田 健次

弁政連大阪支部は、平成27年の 6月 1日から新執
行部（福原哲晃支部長）の下、地元に軸足をおいた
活動を目指して動き始めました。
手始めに、新執行部のお披露目を兼ねた地元選出

の国会議員との懇談会を平成27年 7 月17日に開催し
ようとしましたところ、台風11号の影響（安保国会
の影響かも）を受け、延期せざるをえなくなりまし
た。あらためて、通常国会終了後の同年10月 9 日に
開催し、国会議員の方に多数出席していただき（本
人出席12名、代理出席 7名）、大阪特有の問題（ダ
ブル選挙）を含めて、いろいろな意見交換と親睦を
図ることができました。そして、大阪弁護士会が訴
えたい点につきましても説明をいたしました。
また、各政党との政策についての意見交換会に出

席することを試み、既に 8月21日には、公明党との政策要望懇談会、10月16日には民主党との政策・制度意見交換会
に出席し、意見交換をいたしました。他党につきましても検討しております。加えて、11月10日に、当支部が推薦し
て当選された大阪弁護士会会員の濱田剛史高槻市長と懇談会を開催しました。自治体との行政連携の推進が叫ばれて
いる中、大阪弁護士会からの要望をお伝えするとともに、さまざまなアドバイスを得ることができました。
今後は、さらに地元自治体の首長、議員の方々との連携を推進していく予定です。そして、少しずつでも成果を上

げることができればいいのですが。

柴山 昌彦 議員
自由民主党　衆議院埼玉 8区　当選 5回
東京弁護士会会員（修習53期）
外務大臣政務官、総務副大臣、衆議院内閣
委員長を歴任

濵地 雅一 議員
公明党　衆議院比例九州　当選 2回
福岡県弁護士会会員（修習61期）

民主党青年委員会との意見交換会
平成27年11月10日、民主党青年委員会と弁政連の意見交換会が、衆議院第一議員会館において開催されました。

民主党から、同党の青年委員長である黒岩宇洋 衆議院
議員（新潟 3区）、同委員長代理 広田 一 参議院議員（高
知）、副委員長 大西健介 衆議院議員（愛知13区）、西沢
圭太 東京都議会議員（中野区）、同党東京都連の青年委
員長 田中 健 東京都議会議員（大田区）に出席いただき、
弁政連からは、山岸良太 企画委員長、神 洋明 東京本部
長をはじめ11名の弁護士が出席しました。直面している
政策課題や法曹有資格者の活動領域拡大等について意見
交換がなされ、今後の定期的な開催も合意されました。
 （企画委員会副委員長　石塚 大作）

柴山昌彦議員が内閣総理大臣補佐官に就任 濵地雅一議員が外務大臣政務官に就任


